
（様式１）

①学校名： 大学（私立） ②所在地：

③課程名： ④正規課程／履修
証明プログラム：

⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩10テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 82 時間
⑱要件該当授
業時数：

82時間
該当
要件

病院企業

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：

㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人が受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名： 所属部署：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。
＊様式に記載いただいた内容と欄外の「※集計用データ（文部科学省使用）」に記載の内容が、一致しているかを
　 必ずご確認ください。

土日開講、ビデオ補講、集中講義、集中病院実習

（ＵＲＬ）https://www.morinomiya-u.ac.jp/social_local/bp.html

村上智一

出席率100％（82時間履修）、各科目で実施されるプレゼンテーションとレポートの合格により修了認定を行う

履修証明書

学校教育法第109条第１項に定める評価を実施する。卒後教育センターにおいて、本プログラムの成果
の検証や評価を行う。また、当該検証、評価結果はホームページで公表する

出席率、各科目で実施されるプレゼンテーションとレポートの内容を総合的に判断する。
なお、講義科目については課題に対して討論する時間を適時設け、担当教員の客観的視点からも評価
をする。

（得られる能力）
・多職種連携のなかで求められる能力や最新の知識
・周術期管理に必要な循環生理および薬学についての知識

修了者に対して、事後アンケートを実施して、その結果をフィードバックすることにより効果を検証する
また、修了者の主観的評価に偏らないよう、事後アンケート結果を踏まえ担当教員の客観的評価も導入した上で効
果を検証する。

（教育課程の編成）
連携協定提携施設と本学卒後教育センターセンター員から組織する会議において、
ヒアリングすることにより教育課程の編成に企業などの意見を反映させる。

（自己点検・評価）
連携協定提携施設の意見を反映するために、定期的にヒアリングを実施する。
その後、卒後教育センター会議において意見を共有し、
自己点検・評価を行い、医療機関の意見を反映させる。

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

令和3年9月30日

加納　寛也 1年間

臨床工学技士業務で手術・集中治療室における周術期管理に必要な人体機能補助生命管理装置や生
理学などに対する高度な専門的知識、技術を兼ね備えた臨床工学技士の育成を目的とする。また、周
術期管理チームの中でリーダーシップを発揮することができる人材を育成する。

臨床工学周術期管理アップデート講座 2022/4/1

大阪府大阪市住之江区南港北1-26-16

履修証明プログラム

森ノ宮医療

連絡先：
（電話番号）
（E-mail)

06-6616-6911
tomokazu_murakaｍi@morinomiya-u.ac.jp

医療機関における臨床工学技士で臨床工学技士業務に従事する者

10名

周術期管理領域の多職種連携で臨床工学技士に求められる能力・知識は多くなる一方である。
本プログラムでは周術期に関する生理学や薬理学により医師との連携に必要な循環生理学を基礎とした知識・能力
を修得でき、
また、病院実習を通じて技術と知識を融合させ修得させる。
さらに、臨床工学技士としての専門知識の向上だけでなく、周術期に特化した知識を身につける事で、
手術に必要な循環生理学を身につけ他との区別化を図る。現場で即戦力となる能力を養うためにも症例検討を行い
ディスカッションする能力を修得させ論文作成にまで掛かれるような人材育成を目指す。

医療・介護

森ノ宮医療大学経営企画部経営企画課

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

100%

・学校教育法第90条に規定する大学に入学することができる者
・医療機関などにおいて臨床工学技士業務に従事する者

（身に付けられる知識、技術、技能）
・周術期における基礎医学に対する知識
・周術期管理の技術


